
毎
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に
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ょが’わら 

わたくしたちの先人は、不捜不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

l 上げました。 

、 わたくしたちは、この伝統を継承し、広

耀 い視野に立って西北津軽の人々と協調 

、 し、郷土の限りない発展を願って、こ 

vら こに市民憲章を定めます。 3-' 

市の人口 総数51,427人（男24,528・女26,899）世帯数15,158 (1月31日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

2 月 8 日は針供養の日。 この日は、針仕事を

休み折れた針を豆腐に刺して供養する行事が昔

からイ云えられています。 

私立五所川原第一高校（佐藤頚校長、在校生 

4 30人）では、午後1時から体育館に全校生 

徒が集まって針供養が行わ才に ステージに設け

られた祭壇で神事のあと、 クラス代表の女生徒

が一人ひとり祭壇の豆腐に針を刺し、一年間使

った針に感謝を込め供養しました。 

現在 1 1人在籍している同校の被服科は三月

の卒業で廃止、全校あげての針供養は今年で最

後となりました。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

0平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ〈ります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ〈ります。 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 
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市の人口 総数51，427人(男24，528・女26，899)世帯数15，158(1月31日現在) (毎月 2回 1日・ 15日発行)

2月 8日は針供養の臼。 この日は、針仕事を

休み折れた針を豆腐に刺して供養する行事が昔

からイ云えられています。

私立五所川原第一 高校(佐藤碩校長、在校生

430人)では、午後 1時から体育館に全校生

ノ
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徒が集ま って針供養が行われ、ステー ジに設け

られた祭壇で神事のあと、クラス代表の女生徒

が一 人ひとり祭壇の豆腐に針を刺し、 一 年間使

った針に感謝を込め供養しました。

現在 11人在籍 している同校の被服科は三 月

の卒業で、廃止、全校あげての針供養は今年で最

f&となりました。
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（第706号）② 広報ごしょがわら 

賞状とメダルを受ける受賞者 

ス
ポ
ー
ツ
 

奨
 
励
 
尚
貝
 

★
個
人
 

◇
陸
上
 
森
紀彦
、
太
田
浩

紀
（
以
上
五
一
中
三
年
）
、田
中

朝
仁
（
五
四
中
三
年
）
、鈴
木
弓

子
、
田
端
慶
子
（
以
上
栄
小
六

年
）
、一
戸佳
奈
（
藻川
小
六
年
）
 

◇
卓
球
 
江
良
和
彦
（
南
小

四
年
）
、尾
崎
健
太
郎
（
五
一
中

三
年
）
、三
H
都
（
南
小
四
年
）
、
 

斎
藤
五
月
（
同
六
年
）
、
福
田
真

智
子
（
五
一
中
一
年
）
、
工
藤
さ

く
ら

（同
一
年
）
、葛
西
由
佳
子
 

（
同1
1
1

年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
一
戸
祐
人
 

（
中央
小
五
年
）
、佐
々
木
隼
人
 

（
同
六
年）
、神
奉
寿
（
五
一
中

二
年
）
、毛
内
直
也
（
同
）
、
千
葉

祐

一
 
（
五
三
中
三
年
）
、栗
田
さ

や
か

（栄
小
四
年
）
 

◇
柔
道
 
木
村
龍
也
（
栄
小

三
年
）
、藤
田
博
臣
（五
三
中
一
一

年
）
、対
馬
一
樹
（
同
三
年
）
、古

川
晶
子

（
五
小
四
年）
、津
里
仁

子
（
中
央
小
四
年
）
 

◇
銃
剣
道
 
土
岐
研
吾
（
栄

小
三
年
）
 

★
団
体
 

五
一
中
男
子
陸
上
部
（
小
山

渉
ほ
か
五
名
）
、栄
小
女
子
陸
上

部
（
高
橋
博
美
ほ
か
四
名
）
、五
 

の
片
岡
節
子
さ
ん

（
五
商
高一
一

年
）
ら
十
三
人
が
受
賞
、
五
所

川
原
合
唱
団
の
一
団
体
が受
賞

し
ま
し
た
。
 

文
化
奨
励
賞
の
五
回
受
賞
が

囲
碁
の
佐
々
木
宏
文
さ
ん
と
、
 

書
道
の
佐
々
木
八
重
子
さ
ん
の

二
人
で
す
。
 

ス
ポ
ー
ッ
功
労
賞
は
、
長
年

に
わ
た
り
市
野
球
協
会
理
事
長
 

さ
ん
（
六
八
）
と
、
戦
後
五
所

川
原
柔
道
会
を
復
活
さ
せ
、
柔

道

・
五
所川
原
の
名
を
内
外
に

高
め
た
功
績
で
斎
藤
貢
さ
ん
 

（
六六
）
の
二
人
が
受
賞
。
 

ス
ポ
ー
ッ
指
導
者
賞
は
、
五
 

」
中
卓
球
部
監
督
と
し
て
六
十

二
年
度
全
国
大
会
第
三
位
の
成

績
を
残
し
た
阿
部
鋭
さ
ん

（」
1
 

三
）
他
三
名
が
受
け
、
ス
ポ

ー
 

ッ
奨
励
賞
が
個
人
二
十
五
人
、
 

十
三
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
 

ス
ポ
ー
ッ
賞
は
、
陸
上
で
十

二
回
受
賞
の
安
田
信
昭
さ
ん
 

（
教員
）
ら
四
十
二
人
、
団
体

は
十
三
回
受
賞
の
五
所
川
原
柔

道
会
ら
十
五
団
体
が
受
賞
。
ほ

か
に
、
ス
ポ
ー
ッ
賞
・
個
人
五

回
受
賞
が
四
人
、
団
体
の
五
回

受
賞
が
一
団体

（五
商
高
相
撲

部
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
元
年
度
の
文
化
奨
励
賞
 
を

務
め
野
球
の
振
興
と
普
及

・
 

・

個
人
は
、
書
道
で
七
回
受
賞
 
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
一
戸
作治
 

齢溝麟難 

功
労
賞
は
一
戸
●
斎
藤の
両
氏

y
 

文
化
奨
励
賞
 

★
個
人
 

◇
書
道
 
小
坂紗
智
子
（
松

島
小
三
年
）
、清
野
真
理
子
（
松

野
木
小
三
年
）
、佐

々
木
千
恵
 

（
同五
年
）
、佐
々
木
八
重
子
五

二
中
三
年
）
、片
岡
節
子
（
五
商

高
二
年
）
 

◇
詩
 
平
山阜
野

（南
小
一

年
）
 

◇
図
画
 
石
黒
大
登
（
梅
泉

小
二
年
）
 

◇
俳
句
 
畑
山
雄
（
藻
川
小

四
年
）
 

◇
美
術
 
一
戸
貴
史
（
黒
石

商
高
三
年
）
 

◇
囲
碁
 
佐
々
木
宏
文
（
日

本
棋
院
五
所
川
原
支
部
）
 

◇
川
柳
 
対
馬
堅
一
、
菊
池

富
美
雄
（
以
上川
柳
岩
木
吟
社
）
 

◇
短
歌
 
開
米
フ
ジ
エ
（
五

所
川
原
短
歌
会
）
 

★
団
体
 

父
口
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

（
笹
昭
夫
ほ
か十
九
名
）
 

★
五
回
受
賞
 

◇
囲
碁
 
佐
々
木
宏
文

（
日

本
棋
院
五
所
川
原
支
部
）
 

◇
書
道
 
佐
々
木
八
重
子
 

（
五二
中
二
年
）
 

ス
ポ

ー
ツ
賞
 

☆
功
労
賞
 

一
戸竹
治

（
野球
協
会
）
、斎
 

藤
貢
（
柔
道
会
）
 

☆
指
導
者
賞
 

阿
部
鋭

（
五
一
中）
、小
山
保
 

幸
（
五
三
中
）
、楠
美
俊
一
 
（五
 

工
高
）
、高
橋
博
美
（
栄
小
）
 

平成 2 年（1990年）3月1日 

市
の
平
成
元
年
度
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ

ー
ツ
賞
の
授
与
式
が

ニ
月
十
七
日
午
後
ニ
時
か
ら
市
中
央
公
民
館
に
お
よ
そ
ニ
百
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、個
人
八
十
五
人
と
一
一
十
九団
体
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
で
は
初
め
に
阿
部
市
教
育
委
員
長
と
釜

葱
教
育
長
が
賞
状
と
メ
ダ
ル
を
手
渡
し
た
あ
と
、
阿
部
教
育
委

員
長
が
コ
本
日
の
受
賞
を
契
機
に
よ
り
一
層
研
さ
ん
に
励
ん
で

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
フ
。
次
い
で
小
山
内
助
役
、
山
口
市
議
会

議
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

五
ニ
中
三
年
の
佐
々
木
八
重
子
さ
ん
が
 
受
賞
を
機
会
に
今
後

一
層
、
努
力
を
重
ね
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 r
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(第706号)②広報ごしょがわら平成2年(1990年)3月1日

市
の
平
成
元
年
度
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
貨
の
授
与
式
が

二
月
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
市
中
央
公
民
館
に
お
よ
そ
ニ
盲
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
個
人
八
十
五
人
と
ニ
十
九
団
体
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
捜
与
式
で
は
初
め
に
阿
部
市
教
育
委
員
長
と
釜

若
教
育
長
が
賞
状
と
メ
ダ
ル
を
手
渡
し
た
あ
と
、
阿
部
教
育
委

員
長
が

「本
日
の
受
賞
を
契
機
に
よ
り
一
層
研
さ
ん
に
励
ん
で

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
小
山
内
助
役
、
山
口
市
議
会

議
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

五
二
中
三
年
の
佐
々
木
八
重
子
さ
ん
が

「受
賞
を
機
会
に
今
後

一
一
層
、
努
力
を
重
ね
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
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義
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概
嘉
文
凶
器
一一機
……
川

平
成
元
年
度
の
文
化
奨
励
賞
を
務
め
野
球
の
振
興
と
普
及

・

・
個
人
は
、
書
道
で
七
回
受
賞
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
一
戸
作
治

の
片
岡
節
子
さ
ん
(
五
商
高
こ
さ
ん
(
六
八
)
と
、
戦
後
五
所

年
)
ら
十
三
人
が
受
賞
、
五
所
川
原
柔
道
会
を
復
活
さ
せ
、
柔

川
原
合
唱
団
の

一
団

体

が

受

賞

道

・
五
所
川
原
の
名
を
内
外
に

し

ま

し

た

。

高

め

た

功

績

で

斎

藤

貢

さ

ん

文
化
奨
励
賞
の
五
回
受
賞
が
(
六
六
)
の
二
人
が
受
賞
。

囲
碁
の
佐
々
木
宏
文
さ
ん
と
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞
は
、
五

書
道
の
佐
々
木
八
重
チ
さ
ん
の
・
一
中
卓
球
部
監
押
と
し
て
六
卜

二
人

で

す

。

.

二

年

度

全

国

大

会

第

三
位
の
成

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
は
、
長
年
績
を
残
し
た
阿
部
鋭
さ
ん
(
三

に
わ
た
り
市
野
球
協
会
理
事
長
三
)
他
三
名
が
受
け
、
ス
ポ
l

斎
藤
の
両

畑
山
雄

(藻
川
小

。
俳
句

四
年
)
O
美
術

商
高
三
年
)

。
囲
碁

佐
々
木
宏
文
(
日

本
棋
院
五
所
川
原
支
部
)

。
川
柳

対
馬
竪

て

菊
池

富
美
雄
刊
以
上
川
柳
岩
木
吟
社
)

。
短
歌

開
米
フ
ジ
エ

(五

所
川
原
短
歌
会
)

女
団
体
。
合
唱

五
所
川
原
合
唱
団

(
笹
昭
夫
ほ
か
十
九
名
)

-R五回受
賞 二

戸
武
史
(
黒
石

女
個
人
。
書

道

小

坂
紗
智
子

(松

島
小
三
年
)
、
清
野
真
理
子

(松

野
木
小
三
年
)
、
佐
々
木
千
恵

(
同
五
年
)
、
佐
々
木
八
重
子
宝

二
中
三
年
)
、
片
岡
節
子

(五
商

高
二
年
)

。
詩

市
「
山
平
野
(
南
小
一

年
)。
図
面

小
二
年
)

石
黒
大
登

(梅
泉

欄
…越川一轡榊一一
一

ツ
奨
励
賞
が
個
人
二
十
五
人
、

十
三
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
陸
上
で
十

二
回
受
賞
の
安
田
信
昭
さ
ん

(教
員
)
ら
四
十
二
人
、
団
体

は
十
三
回
受
賞
の
五
所
川
原
柔

道
会
ら
十
五
団
体
が
受
賞
。
ほ

か
に
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
個
人
五

回
受
賞
が
四
人
、
団
体
の
五
回

受
賞
が

一
団
体
(
五
商
高
相
撲

部
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
囲
碁

佐
々
木
宏
文
(
日

本
棋
院
五
所
川
原
支
部
)

。
書
道

佐
々
木
八
重
子

(
五
二
中
二
年
)

ス
ポ
ー
ツ
賞

女
功
労
賞

一
戸
竹
治

(野
球
協
会
)
、斎

藤
貢

(柔
道
会
)

食
指
導
者
賞

阿
部
鋭

(五
一
中
)
、
小
山
保

幸
(
五
三
中
)、
楠
美
俊

一
(
五

工
高
)
、
高
橋
盟
実
(
栄
小
)

ス
ポ
ー
ツ

奨

励

賞

女
個
人
。
陸
上

森
紀
彦
、
太
田
浩

紀

(以
上
五
一
中
三
年
)
、
田
中

朝
仁
(
五
四
中
三
年
)
、
鈴
木
弓

子
、
田
端
慶
チ

(以
上
栄
小
六

年
)
、
一
戸
佳
奈
(藻
川
小
六
年
)

。
卓
球

江
良
和
彦
(
南
小

四
年
)
、
尾
崎
健
太
郎
(
五

一
中

三
年
)
二
一
一
上
部
(
南
小
四
年
)、

斎
藤
五
月
(
同
六
年
)
、福
田
其

智
子
(
五
一
中

一
年
)
、
て
藤
さ

く
ら
(
同

一
年
)、
葛
西
由
佳
子

(同
三
年
)

。
少
林
寺
拳
法

一
戸
祐
人

(中
央
小
五
年
)、佐
々
木
隼
人

(同
六
年
)
、
神
奉
寿

(五

一
中

二
年
)
、
毛
内
直
也

(同
)、
千
葉

祐

一
(
五
三
中
三
年
)
、
柴
田
さ

や
か
ム
栄
小
四
年
)

。
柔
道
木
村
龍
也

(栄
小

三
年
)
、
藤
田
博
臣
(
五
三
中
二

年
)、
対
馬
一
樹

(同
三
年
)、
古

川
田m
子
(
五
小
四
年
)
、
津
呈
仁

子

(中
央
小
四
年
)

。
銃
剣
道

上
岐
研
五
回

(栄

小
三
年
)

貧
困
体
五
一

中
男
子
陸
上
部

(小
山

渉
ほ
か
五
名
)
、
栄
小
女
子
陸
上

部

(高
橋
博
美
ほ
か
四
名
)、五
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一
中男
子
卓
球
部
（
阿
部鋭
ほ

か
十
三
名
）
、南
小
女
子
卓
球
部

館
山
信
一
ほ
か
五
名
）
、五
一
中

女
子
卓
球
部
（
木
村俊
一
ほ
か

十

一
名
）
、五
小
女
子
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
間
山弘
海

ほ
か
十
七
名
）
、南
小
女
子
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
高橋

裕
幸
ほ
か
十
六
名
）
、五
所
川
原

市
少
林
寺
拳
法
協
会

（棟
方
昭

二
ほ
か
八
名
）
、五
一
中
柔
道
部
 

（
諏訪
明
雄
ほ
か
六
名
）
、五
「
1
 

中
柔
道
部
（
小
山
保
幸
ほ
か十

四
名
）
、五
所
川
原
柔
道
ス
ポ

ー
 

ツ
少
年
団

（
小
山保
幸
ほ
か
七

名
）
、栄
小
野
球
部
（
長
内
一
ほ
 
 

か
一
一
十名
）
、五
三
中
野

球
部
 

（
木村
励
ほ
か
二
十
名
）
 

ス
ポ

ー
ツ
賞
ノ
 

★
個
人
 

◇
陸
上
 
西
村
満
（
五
商
高

二
年
）
、三
国
亘
人
（
五
H
高
」
一

年
）
、高
橋
恭
一
 
（
青森
短
大
一

年
）
、佐
藤
寛
保
、
安
田
信
昭
 

（
以上
市
陸
上
協
会
）
、岩
川
誉

子
（
木
高一
年
）
、一
戸美
乃
同

二
年
）
、須
藤
広
美
（
同
二
年
）
、
 

小
野
明
美

（
五
商
高
一
年
）
 

◇
相
撲
 
江
良
慈
彦
（
五
農

高
二
年
）
、工
藤
幸
穂
（
五
東
高

教
員
）
、葛
西
二
三
彦
（
五
農
高
 
 教

員
）
、松
井
司

（相
撲
協
会
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
岩
川
昌
生
 

（五
一
高
一
年
）
、一
戸
誠
（同

三
年
）
、中
村
重
郷
、柿
崎
賢
弥
、
 

秋
田

輝
彦
（
以
上
五
工
高
一
一

年
）
、三
浦
憲
仁

（同
三
年
）
、棟

方
昭
二
、
成
田
進
、
岩
山
政
則
 

（
以
上
少
林寺
拳
法
協
会
）
、高

橋
み
ゆ
き
、
葛
西
伊
織
（
以
上

五
一
高
一
年
）
、村
田
有
加
、
宮

崎
資
子
、
寺
田
朋
美
（
以
上
五

一
高
三
年
）
 

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ
 
工
藤
寿
大
 

（
五
商高
二
年
）
、鶴
谷
国
彦
、
 

工
藤
寿
光
、
藤
森
俊
彦
、
工
藤

成
子
（
以
上
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
 

J
R
五
能
線
に
四
月
か
ら
登

場
す
る
「
眺
望
列
車
」
の
試
乗

会
が
二
月
六
、
七
の
両
日
行
わ
 

を
走
り
ま
し
た
 

眺
望
列
車
は
、
九
十
五
人
乗

り
の
客
車
を
五
十
二
人
乗
り
に

改
造
し
た
も
の
で
、
窓
を
縦
九

十
些
、
横
二
百
四
十
竺
と
広
く

取
り
、
曇
ら
な
い
ペ
ア
ガ
ラ
ス
 
 五

所
川
原
支
部
）
 

◇
柔
道
 
成
田
直
喜

（五
商

高
1
1
一
年
）
 

◇
庭
球
 
原
千
晴
（
木高
一
一

年
）
、小
笠
原

和
子

（庭
球
協

会
）
 

◇
卓
球
 
斎
藤
佳
史
（
青
商

高
三
年
）
、青
山
佐
織
、
横
山
幸

子

（以
上
東
奥
女
高
二
年
）
、堀

内
美
和
（
同
三
年
）
、片
山
由
香

利

（
聖
愛
高三
年
）
、櫛
引
理
恵
 

（富
士
短
大
一
年
）
、工
藤
靖
子
 

（
中K
三
年
）
、山
形
寿
行
（
卓

球
協
会
）
 

★
団
体
 

五
商
高
相
撲
部

（
荒谷
富
春
 

れ
、
五
能
線
沿
線
の
招
待
客
が
 

レ
ト
ロ
感
覚
あ
ふ
れ
る
車
内
か
 

ら
西
海
岸
の
景
観
を
楽
し
み
ま
 

を
使
用
し
て
お
り
、
列
車
の
後

部
に
は
窓
に
面
し
た
眺
望
ル

ー
 

ム
と
、
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

眺
望
列
車
は
、四
月
二
十
一

日
か
ら
弘
前
・
東
能
代
間
を
一
一
 
 ほ

か
十
六
名
）
、五
農
高
相
撲
部
 

（葛
西
二
三
彦
ほ
か
五
名
）
、市

相
撲
協
会

（
棟
方修
新
ほ
か
七

名
）
、市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
 

（楠
美
俊
一
ほ
か
十
三
名
）
、津

軽
東
芝
音
響
（
株
）
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
部
（
本
荘
博
之
ほ
か
十
一
一

名
）
、蒼
空
ク
ラ
ブ
（楠
美
俊
一

ほ
か
十
四
名
）
、五
所
川
原
弓
道

会

（工
藤
誠
一
ほか
三
名
）
、五
 

H
高
男
子
少
林
寺
拳
法
部
（
岩

山
政
則
ほ
か
十
三
名
）
、市
少
林

寺
拳
法
協
会
（
坂本
浩
ほ
か
五

名
）
、五
一
高
少
林
寺
拳
法
部
 

（栗
田
仁
ほ
か
十
名
）
、五
商
高

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
（
佐
藤
健
郎
 

し
た
。
 

初
日
の
試
乗
会
に
は
、
佐
々

木
市
長
は
じ
め
笹
森
弘
前
市
商

工
部
長
ら
お
よ
そ
四
十
人
が
乗

車
、
弘
前
駅
か
ら
深
浦
駅
ま
で

の
八
十
六

・
六
キ
ロ
の
津
軽
路
 

往
復
し
、
弘
前
駅
発
午
前
九
時

十
一
分
の
列
車
を
六
月
三
十
日

ま
で
、
弘
前
駅
発
午
後
三
時
の

列
車
を
五
月
六
日
ま
で
運
行
す

る
予
定
で
す
。
 

ま
た
全
席
指
定
で
、
指
定
席
 
 

ほ
か
十
七
名
）
、福
島
組
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ

（福
士
義
光
ほ
か
十
七

名
）
、五
所
川
原
柔
道
会

（石
塚

良
一
ほ
か
十
八
名
）
、幾
島
町
チ
 

ー
ム
（
三
上
正
博
ほ
か
七
名
）
、
 

五
所
川
原
チ
ー
ム
（
木
村
松
文

ほ
か
九
名
）
 

★
個
人

・
五
回
受
賞
 

江
良
慈
彦
（
五
農
高
）
、須
藤

広
美

（
木
高）
、横
山
幸
子

（東

奥
女
高
）
、山
形
寿
行

（卓
球
協

会
）
 

★
団
体
・
五
回
受
賞
 

五
商
高
相
撲
部
 （敬

称
略
）
 

料
金
は
三
百
円
で
、
 一
か月
前

か
ら
予
約
を
受
付
し
ま
す
。
 

（第706号） 

西
海
岸
に
眺

望
列
車
」
 

レ
ト
ロ
感
覚
乗
せ
・
試
乗
会
 

一
 

(第706号)

か
二
十
名
)
、
五
三
中
野
球
部

(木
村
励
ほ
か
二
十
名
)

一
中
男
子
卓
球
部

(阿
部
鋭
ほ

か
十
三
名
)、
南
小
女
子
卓
球
部

館
山
信
一

ほ
か
五
名
)、五

一
中

女
子
卓
球
部

(木
村
俊

一
ほ
か

十

一
名
)、
五
小
女
子
ミ

ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

(間
山
弘
海

ほ
か
十
七
名
)、
南
小
女
子
ミ
一
一

パ
ス
ケ
y
ト
ボ
l
ル
部

(高
橋

裕
幸
ほ
か
十
六
名
)、
五
所
川
原

市
少
林
寺
拳
法
協
会

(棟
方
昭

二
ほ
か
八
名
)、五

一
中
柔
道
部

(諏
訪
明
雄
ほ
か
六
名
)、
五
三

中
柔
道
部

(小
山
保
幸
ほ
か
十

四
名
)、
五
所
川
原
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

(小
山
保
幸
ほ
か
七

名
)、
栄
小
野
球
部
(
長
内

一
ほ

ス
ポ
ー
ツ
賞

女
個
人
。
陸
上

西
村
満
(
五
商
高

二
年
)、
三
国
亘
人
(
五
工
高
三

年
)
、
高
橋
恭

)
(
青
森
短
大

一

年
)
、
佐
藤
寛
保
、
安
田
信
昭

(以
上
市
陸
上
協
会
)
、
岩
川
誉

子
(木
高

一
年)、

一
戸
美
乃
向

二
年
)
、
須
藤
広
美

(同
二
年)、

小
野
明
美

(
五
商
高

一
年
)

。
相
撲
江
良
慈
彦

(五
農

高
二
年
)、
工
藤
幸
穂

(五
東
高

教
員
)
、
葛
西
二
三
彦

(五
農
高
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教
員
)、
松
井
司

(相
撲
協
会
)

O
少
林
寺
拳
法

岩
川
昌
生

(
五
一
高

一
年)、

二
戸
誠

(同

三
年
)、
中
村
重
郷
、
柿
崎
賢
弥
、

秋
田
輝
彦
(
以
上
五
工
高
二

年)、
三
浦
憲
仁
(
同
三
年
)
、
棟

方
昭
二
、
成
田
進
、
岩
山
政
則

(
以
上
少
林
寺
拳
法
協
会
)
、
高

橋
み
ゆ
き
、
葛
西
伊
織
(
以
上

五
一
高

一
年
)
、
村
固
有
加
、
宮

崎
資
子
、
寺
田
朋
美
(
以
上
五

一高
三
年
)

。
ボ
ウ
リ
ン
グ
工
藤
寿
大

(五
商
高
二
年
)、
鶴
谷
国
彦
、

工
藤
寿
光
、
藤
森
俊
彦
、
工
藤

成
子

(以
上
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

五
所
川
原
支
部
)

O
柔
道
成
田
直
喜

(五
商

高
三
年
)

。
庭
球

原
千
晴
(
木
高
二

年
)
、
小
笠
原
和
子
(
庭
球
協

会
)。
卓
球

斎
藤
佳
史
(
青
商

高
三
年
)
、
青
山
佐
織
、
横
山
幸

子
(
以
上
東
奥
女
高
二
年
)
、
堀

内
美
和
(
同
三
年
)、
片
山
由
香

利
(
聖
愛
高
三
年
)
、
櫛
引
理
恵

(
富
士
短
大

一
年
)、
工
藤
靖
子

(中
大
三
年
)
、
山
形
寿
行
(
卓

球
協
会
)-R
団
体
五
商
高
相
撲
部

(荒
谷
富
春

J
R
五
能
線
に
四
月
か
ら
登

場
す
る
「
眺
望
列
車
」
の
試
乗

会
が
二
月
六
、
七
の
両
日
行
わ

れ
、
五
能
線
沿
線
の
招
待
客
が

レ
ト
ロ
感
覚
あ
ふ
れ
る
車
内
か

ら
西
海
岸
の
景
観
を
楽
し
み
ま

ほ
か
十
六
名
)、
五
農
高
相
撲
部

(葛
西
二
三
彦
ほ
か
五
名
)
、
市

相
撲
協
会

(棟
方
修
新
ほ
か
七

名
)
、
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

(
楠
美
俊

一
ほ
か
十
三
名
)
、
津

軽
東
芝
音
響

(株
)
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
(
本
荘
博
之
ほ
か
十
二

名
)
、
蒼
空
ク
ラ
ブ

(楠
美
俊
一

ほ
か
十
四
名
)、
五
所
川
原
弓
道

会
(
工
藤
誠
一
ほ
か
三
一
名
)
、
五

工
高
男
子
少
林
寺
拳
法
部
(
岩

山
政
則
ほ
か
十
三
名
)
、
市
少
林

寺
拳
法
協
会

(坂
本
浩
ほ
か
五

名
)
、
五

一
高
少
林
寺
拳
法
部

(栗
田
仁
ほ
か
十
名
)、
五
商
高

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

(佐
藤
健
郎

し
た
。

初
日
の
試
乗
会
に
は
、
佐
々

木
市
長
は
じ
め
笹
森
弘
前
市
商

工
部
長
ら
お
よ
そ
四
十
人
が
乗

車
、
弘
前
駅
か
ら
深
浦
駅
ま
で

の
八
十
六

・
六
キ
ロ
の
津
軽
路

を
走
り
ま
し
た
。

眺
望
列
車
は
、
九
十
五
人
乗

り
の
客
車
を
五
十
二
人
乗
り
に

改
造
し
た
も
の
で
、
窓
を
縦
九

十
吋
、
横
二
百
四
十
日ン
と
広
く

取
り
、

曇
ら
な
い
ペ
ア
ガ
ラ
ス

を
使
用
し
て
お
り
、
列
車
の
後

部
に
は
窓
に
面
し
た
眺
望
ル
ー

ム
と
、
オ
ー
プ
ン
デ
y
キ
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

眺
望
列
車
は
、
四
月
二
十一

日
か
ら
弘
前
・
東
能
代
聞
を
二

往
復
し
、
弘
前
駅
発
午
前
九
時

十

一
分
の
列
車
を
六
月
三
十
日

ま
で
、
弘
前
駅
発
午
後
三
時
の

列
車
を
五
月
六
日
ま
で
運
行
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
全
席
指
定
で
、
指
定
席

ほ
か
十
七
名
)、
福
島
組
フ

ァ
イ

タ
l
ズ
(
福
士
義
光
ほ
か
十
七

名
)
、
五
所
川
原
柔
道
会

(石
塚

良

一
ほ
か
十
八
名
)
、
幾
島
町
チ

ー
ム

(三
上
正
博
ほ
か
七
名
)
、

五
所
川
原
チ
l
ム
(
木
村
松
文

ほ
か
九
名
)

女
個
人
・
五
回
受
賞

江
良
慈
彦
(
五
農
高
)
、
須
藤

広
美
(
木
高
)
、
横
山
幸
子

(東

奥
女
高
)
、
山
形
寿
行
(
卓
球
協

会
)
*
団
体
・
五
回
受
賞

五
商
高
相
撲
部

(敬
称
略
)

料
金
は
三
百
円
で
、

一
か
月
前

か
ら
予
約
を
受
付
し
ま
す
。
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雪上で親と子のふれあい 

 

   

雪上を駆け回って力ルタ大会 

平成2年(1990年)3月1日 広報ごしょがわら (第706号)④

雪上で親と子のふれあい

この手さばきをご貫ください

雪上を駆け回ってカルタ大会



大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
 

▽
歌
謡
の
部
 

優
勝
 
秋
田
恭
司

（小
泊
村
）
 

優
勝
 
」
戸
誠
一
郎
（
板柳
町
）
 

▽
雪
上
カ
ル
タ
大
会
 

▽
民
謡
の
部
 

優
勝
 
金
山
子
ど
も
会
A
チ

ー
 

優
勝
 
小
笠
原
英次
（
五
所
川
 

ム
 

原
）
 

▽
ズ
グ
リ
回
し
大
会
 

▽
手
踊
り
一
般

・
団
体
の
部
 

優
勝
 
金
山
子
ど
も
会
A
チ

ー
 

優
勝
 
芹
川
弘
枝
ほ
か
四
名
 

ム
 

（木
造
町
）
 

▽
親
子
綱
引
き
大
会
 

▽
手
踊
り
一
般

・
個
人
の
部
 

優
勝
 
湊
子
ど
も
会
 

優
勝
 
木
津
未
由
希
（
木造
町
）
 

▽
津
軽
凧
揚
げ
大
会
 

▽
手
踊
り
少
年
・
団
体
の
部
 
⑥
一
般
団
体
の
部
・
A
ク
ラ
ス
 

優
勝
 
相
馬
美
幸
ほ
か
六
名
 

（西
の
内
三
十
枚
以
上
）
 

▽
手
踊
り
少
年
・
個
人
の
部
 

最
優
秀
賞
 
木
造
凧
の
会
（粕
 

谷
金
三
郎
代
表
）
 

⑨
局
校

一
般
の
部

・
B
ク
ラ
ス
 

（
西の
内
十
ニ
ー
二
十
九
枚
ま

で
）
 

最
優
秀
賞
 
工
藤
実
（
車力
村
）
 

＠
高
校
一
般
の
部

・
c
ク
ラ
ス
 

（
西の
内
十
一
枚ま
で
）
 

最
優
秀
賞
 
阿
部
俊
一
 
（
金木

町
）
 

⑨
子
供
の
部

・
D
ク
ラ
ス
 

（
西の
内
十
枚
以
下
）
 

最
優
秀
賞
 
三
浦
考
範

（五
所
 

川
原
）
 

（
敬称
略
）
 

、
 第
二
十
回
五
所
川
原
冬
・
フ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
一
一月
十
一
・

十
二
の
両
日
に
わ
た
り
市
庁
舎

前

・
お祭
り
広
場
を
主
会
場
に

大
勢
の
市
民
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
雪
に
親
し
ん
で
親
と
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。
 

ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
・
ゲ

ー
 

ム
大
会
の
前
夜
祭
で
幕
開
け
し

た
冬

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
 

雨
と
強
風
に
た
た
ら
れ
、
あ
い

に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
。
 

十
一
日
は
、
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
で
歌
謡
、
民
謡
、
民
謡

手
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ

西
北
五
一
円
か
ら
参
加
し
た
歌
 

い
手
や
踊
り
手
が
自
慢
の
の
ど

や
踊
り
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

士

百
は
、
お
祭
り
広
場
で

町
内
部
資
本
・
子供
会
を
単
位

と
し
た
ズ
グ
リ
回
し
大
会
や
、
 

男
女
児
童
に
お
母
さ
ん
も
混
じ

っ
た
綱
引
き
大
会
、
そ
れ
に
郷

土
の
名
所
な
ど
を
詠
ん
だ
雪
上

カ
ル
タ
大
会
が
行
わ
れ
、
応
援

に
駆
け
つ
け
た
父
兄
た
ち
か
ら

盛
ん
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し

た
。
 

ま
た
、
藻
川
で
は
フ
エ
ス
テ

ィ
バ
ル
協
賛
の
凧
揚
げ
大
会
も

行
わ
れ
、
津
軽
凧
フ
ァ
ン
が
大

勢
詰
め
か
け
ま
し
た
。
 

広報ごしょがわら 

時
か
ら
市
中
央
公
民
館
に
各
小
 

P
T
A
側
か
ら
は
、
①
各
校
 

・

中
校
P
T
A
役
員
を
は
じ
め
 

の
施
設
、
補
修
の
現
状
に
つ
い

小
山
内
助
役
、
阿
部
市
教
育
委

‘
 
て②
老
朽
校
舎
の
解
消
と
学
校

員
長
、
各
部
長
ら
五
十
人
ほ
ど
 
統
合
、
分
割
等
に
つ
い
て
＠
子

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
市
の
教
 

区
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
そ
れ
 

⑤平成2 年（1990年）3月1日 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
締
め
く

く
っ
て
三
月
二
十
五
日
午
後
一

時
か
ら
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

で
、
金
多
・
豆蔵
五
十
五
周
年

記
念
の
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
。
 

「み
ん
な
で
考
え
よ
う
市
の

教
育
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
市
連
合
P
T
A
（小
野
道
幸

会
長
）
主
催
の
第
九
回
行
政
を

囲
む
会
が
二
月
十
四
日
午
後
一
一
 

ぞ
れ
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
市
教
育
委
員

会
は
①
各
校
か
ら
の
整
備
、
補

修
の
要
望
は
六
〇
ー
七
〇
％
消

化
し
て
い
る
。
単
に
補
修
だ
け

で
な
く
、
教
育
環
境
の
改
善
面

か
ら
整
備
し
た
い
0
 

②
三
好
中
は
、
現
在
地
を
拡

張
し
て
新
築
、
野
里
小
と
松
野

木
小
を
統
合
し
旧
長
橋
中
跡
地

へ
新
築
を年
次
計
画
で
進
め
て

行
き
た
い
。
マ
ン
モ
ス
校
の
分

割
は
考
え
て
い
な
い
。
 

③
父
兄
の
理
解
を得
な
が
ら
 
 

手
直
し
を
し
た
い
、
と
答
え
ま

し
た
。
 

ほ
か
に
、
P
T
A側
か
ら
⑦

有
害
図
書
や
有
害
ビ
デ
オ
の
条

例
規
制
、
m
巡
回
図
書
の
P
R
 

に
つ
い
て
の
要
望
が提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
⑦
に
つ
い
て
は
、
 
 規

制
に
も
限
度
が
あ
る
の
で
ま

ず
保
護
者
の
責
務
か
ら
果
た
し

て
ほ
し
い
。
m
に
つ
い
て
は
、
 

読
書
週
間
等
の
機
会
を
利
用
し

て
P
R
し
て
行
き
た
い
、
と
答

え
ま
し
た
。
 

（第706号） 

活発な意見交換が行われた行政を囲む会 

ー
 育を取

り
巻
く
問
題
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
 

市
連

P
T
A
が
行
政
を
囲
む

ム
買
 

、
(第706号)

第
二
十
四
五
所
川
原
冬
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
二
凡
ト

一
・

十
二
の
両
日
に
わ
た
り
市
庁
舎

前
・
お
祭
り
広
場
を
主
会
場
に

大
勢
の
市
民
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
雪
に
親
し
ん
で
親
と
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

・
ゲ
ー

ム
大
会
の
前
夜
祭
で
幕
開
け
し

た
冬
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

雨
と
強
風
に
た
た
ら
れ
、
あ
い

に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

卜

一
円
は
、
市
民
文
化
会
館

ホ
l
ル
で
歌
謡
、
民
謡
、
民
謡

予
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ

西
北
五

一
円
か
ら
参
加
し
た
歌

広報ごしょがわら

い
予
や
踊
り
予
が
自
慢
の
の
ど

や
踊
り
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

十
二
円
は
、
お
祭
り
広
場
で

町
内
部
一
吏
耳
・
子
供
会
を
単
位

と
し
た
ズ
グ
リ
回
し
大
会
や
、

男
女
児
童
に
お
母
さ
ん
も
混
じ

っ
た
綱
引
き
大
会
、
そ
れ
に
郷

土
の
名
所
な
ど
を
詠
ん
だ
雪
上

カ
ル
タ
大
会
が
行
わ
れ
、
応
援

に
駆
け
つ
け
た
父
兄
た
ち
か
ら

盛
ん
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し

た。
ま
た
、
越
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は
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
協
賛
の
凧
揚
げ
大
会
も

行
わ
れ
、
津
軽
凧
フ
ァ
ン
が
大

勢
詰
め
か
け
ま
し
た
。

⑤平成2年(1990年)3月1日

活発な意見交換が行われた行政を囲む会
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。
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P
T
A役
員
を
は
じ
め
の
施
設
、
補
修
の
現
状
に
つ
い

た
市
連
合
P
T
A
(
小
野
道
幸

小
山
内
助
役
、
阿
部
市
教
育
委

'

て
②
老
朽
校
舎
の
解
消
と
学
校

会
長
)
主
催
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O
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七
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改
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か
ら
整
備
し
た
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⑨
三
好
中
は
、
現
在
地
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張
し
て
新
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、
野
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小
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松
野

木
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統
合
し
旧
長
橋
中
跡
地

へ
新
築
を
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計
画
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マ
ン
モ
ス
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分
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①
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理
解
を
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し
を
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ほ
か
に
、

P
T
A
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か
ら
間

有
害
図
書
や
有
害
ビ
デ
オ
の
条

例
規
制
、
川
巡
回
図
主
の
P
R

に
つ
い
て
の
要
望
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、

同
に
つ
い
て
は
、

規
制
に
も
限
度
が
あ
る
の
で
ま

ず
保
護
者
の
氏
務
か
ら
果
た
し

て
ほ
し
い
。
仰
に
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い
て
は
、
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週
間
等
の
機
会
を
利
用
し

て
P
R
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た
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と
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え
ま
し
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。
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水田農業確立後期対策を協議 

水
田
農
業
確
立
へ
 

後
期
対
策
を
打
ち
出
し
た
協
議
会
 

一」
 

『妻
嚢
舞
嚢
輩
轟
雄
萎
嚢
蓬
華
 

奪
難
薫
嚢
護
舞
 

E
一三
に
 

一
 
一
 

舞
舞達
票
一
驚
議
一
唾
三
 

奉
嚢
聾
誓
事
 

一
台
を
寄
贈
ー

・
）
 

学
校
薬
剤
師
会
 

「
暑・
“
）
呂
 

m
 

市
水
田
農
業
確
立
対
策
協
議

会
が
二
月
十
五
日
午
前
十
時
半

か
ら
大
町
・
藤
吉郎
に
佐
々
木

市
長
を
は
じ
め
市
内
各
農
協
組

合
長
、
県
関
係
出
先
機
関
、
各

土
地
改
良
区
理
事
長
な
ど
お
よ

そ
六
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
 

平
成
二
年
度
か
ら
三
か
年
で
行

わ
れ
る
水
田
農
業
確
立
後
期
対

策
に
つ
い
て
県
か
ら
の
転
作
等

目
標
面
積
千
五
百
六
十
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
割
当
を
了
承
す
る
と

と
も
に
、
米
消
費
拡
大
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
 

対
策
協
議
に
先
だ
っ
て
、
佐

々
木
市
長
か
ら
協
議
会
委
員
四

十
六
人
一
人
ひと
り
に
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
、
会
長
に
佐
々
木

市
長
、
副
会
長
に
中
谷
惣
四
郎

市
農
協
組
合
長
を
選
任
し
ま
し

た
。
 

会
長
に
就
任
し
た
佐
々
木
市

長
は
、「昨
今
の
米
輸
入
自由
化

に
対
す
る
外
圧
や
食
管
制
廃
止

論
な
ど
米
を
め
ぐ
る
環
境
の
厳

し
さ
を
認
識
し
た
う
え
で
、
後

期
対
策
に
つ
い
て
も農
業
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
関
係
機
 
 

関
と
十
分
論
議
を
尽
く
し
て
最

良
の
方
法
で
進
め
て
行
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

次
い
で
、
深
沢
市
農
林
課
長

が
市
の
水
田
農
業
確
立
後
期
対

策
の
概
要
を
説
明
し
、
ほ
ぼ
原

案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
 

了
承
さ
れ
た
後
期
対
策
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

県
か
ら
示
さ
れ
た
後
期
（
平

成
二
年
度
か
ら
四
年
度
ま
で
）
 

の
転
作
等
の
目
標
面
積
は
千
五

百
六
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
市

で
は
こ
の
う
ち
転
作
目
標
面
積

を
千
三
百
四
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
 

（
水
田面
積
の
二
七
三
二
％

)
 

と
し
、
他
用
途
利
用
米
の
生
産

予
定
数
量
を
千
三
百
八
十
ー
ト

ン

（
二
百二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

水
田
面
積
の
四
・
三
一
％
）と

設
定
、
後
期
対
策
は
畦
畔
部
分

を
含
め
た
率

（
〇
・
八
％
）
で

配
分
す
る
予
定
で
す
。
 

ま
た
、
後
期
対
策
で
市
に
示

さ
れ
た
米
の
消
費
純
増
目
標
数

量
六
十
九
ト
ン

（
十
ーヘ
ク
タ
 

ー
ル
分
相
当
）
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、各
農
協
・
集
荷
業

者
に
各
農
家
の
登
録
作
付
面
積

に
基
づ
い
て
目
標
数
量
を
配
分

す
る
。
 

さ
ら
に
後
期
対
策
で
は
、
転

作
補
助
金
等
の
基
本
額
が
減
じ
 
 

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
営
農

加
算
の
該
当
と
な
る
よ
う
営
農

集
団
育
成
を
一
段
と
推
し
勧
め

た
い
、
と
い
う
も
の
で
す
0
 

五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会
 

（
葛西
昭
雄
代
表
、会
員
七
人
）
 

は
二
月
五
日
、
学
校
の
保
健
業

務
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
 

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
（
富
士
通

囲
製
、
二
十
万
円
相
当
）
一
台

を
市
に
寄
贈
し
、
葛
西
代
表
が

佐
々
木
市
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
 

市
で
は
市
教
育
委
員
会
に
配

置
し
、
小
‘
中
学
校
の
保
健
業

務
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

(
 

(第706号)⑥広報ごしょ がわら平成2年(1990)3月1日

水
田
農
業
確
立
へ

後
期
対
策
を
打
ち
出
し
た
協
議
会

[水田農業確立後期対策を協議

市
水
田
農
業
確
立
対
策
協
議

会
が
二
月
十
五
日
午
前
十
時
半

か
ら
大
町

・
藤
吉
郎
に
佐
々
木

市
長
を
は
じ
め
市
内
各
農
協
組

合
長
、
県
関
係
出
先
機
関
、
各

土
地
改
良
区
理
事
長
な
ど
お
よ

そ
六
卜
人
が
出
席
し
て
聞
か
れ
、

平
成
二
年
度
か
ら
三
か
年
で
行

.
わ
れ
る
水
田
農
業
確
立
後
期
対

策
に
つ
い
て
県
か
ら
の
転
作
等

目
標
面
積
千
五
百
六
十
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
割
当
を
了
承
す
る
と

と
も
に
、
米
消
費
拡
大
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

対
策
協
議
に
先
だ

っ
て
、
佐

々
木
市
長
か
ら
協
議
会
委
員
四

十
六
人
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
、
会
長
に
佐
々
木

市
長
、
副
会
長
に
中
谷
惣
四
郎

市
農
協
組
合
長
を
選
任
し
ま
し

た。
会
長
に
就
任
し
た
佐
々
木
市

長
は
、
「
昨
今
の
米
輸
入
自
由
化

に
対
す
る
外
圧
や
食
管
制
廃
止

論
な
ど
米
を
め
ぐ
る
環
境
の
厳

し
さ
を
認
識
し
た
う
え
で
、
後

期
対
策
に
つ
い
て
も
農
業
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
関
係
機

関
と
十
分
論
議
を
尽
く
し
て
最

良
の
方
法
で
進
め
て
行
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

次
い
で
、
深
沢
市
農
林
課
長

が
市
の
水
田
農
業
確
立
後
期
対

策
の
概
要
を
説
明
し
、
ほ
ぽ
原

案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

了
承
さ
れ
た
後
期
対
策
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
か
ら
示
さ
れ
た
後
期

(平

成
二
年
度
か
ら
四
年
度
ま
で
)

の
転
作
等
の
目
標
面
積
は
千
五

百
六
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
市

で
は
こ
の
う
ち
転
作
目
標
面
積

を
千
三
百
四
卜
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

(水
田
面
積
の
二
七
・

二
二
%
)

と
し
、
他
用
途
利
用
米
の
生
産

予
定
数
量
を
千
三
百
八
十
一
ト

ン
(
二
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

水
田
面
積
の
四

・
=
二

%
)
と

設
定
、
後
期
対
策
は
畦
畔
部
分

を
含
め
た
率

(
0
・
八
%
)
で

配
分
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
後
期
対
策
で
市
に
示

さ
れ
た
米
の
消
費
純
増
目
標
数

量
六
十
九
ト
ン

(
十

一
ヘ
ク
タ

ー
ル
分
相
当
)
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
各
農
協
・
集
荷
業

者
に
各
農
家
の
登
録
作
付
面
積

に
基
づ
い
て
目
標
数
量
を
配
分

す
る
。さ
ら
に
後
期
対
策
で
は
、
転

作
補
助
金
等
の
基
本
額
が
減
じ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
営
農

加
算
の
該
当
と
な
る
よ
う
営
農

集
団
育
成
を
一
段
と
推
し
勧
め

た
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会

(葛
西
昭
雄
代
表
、
会
員
七
人
)

は
二
月
五
円
、
学
校
の
保
健
業

務
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
(
富
士
遇

制
製
、

二
十
万
円
相
当
)

一
台

を
市
に
寄
贈
し
、
葛
西
代
表
が

佐
々
木
市
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

市
で
は
市
教
育
委
員
会
に
配

置
し
、
小
・
中
学
校
の
保
健
業

務
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
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圏尋胃年曾現観ロ⑩ 
鋼闘暑憲れずに 

現在、農業者年金の経営移穣年金及び老齢年

金を受給している人は、 3 月31日までに現況届

を提出しましょう。 

レ用紙のi苦if…毎年 2 月農業者年金基金から直

接本人あてに送られています。 

ン証明・確認…現況届には、受給者の印のほか

市長の印と農業委員会長印が必要です。 市役

所の市民課（住民登録が支所にある場合は支

所）で、必ず先に生存証明を受けてから、農

業委員会で確認を受けてください。 

〔注〕証明及び確認は、 3 月1 日以降に受け

てください。 

＞提出期限…現況届の提出期限は 3 月31日です

が、 それまでに提出されないと年金の支払い

が一時差し止められますので、 ご注意くださ

い（年金をはじめて受けられるようになって

から、 1 年を過ぎていない人は提出する必要

はありません）。 

※詳しいことは、農協又は市農業委員会事務局 

（か電5)2 111番内線246・230番）へお問

い合わせください。 

課税台帳の縦覧を！! 
固定資産登録の 

確認をしましょう 

市では、平成 2 年度の固定資産課税台帳を次

の日程て畔従覧に供します。 

関係者は、各自の固定資産課税台帳を縦覧し、 

登録された事項を確認してください。 

これは、固定資産の評価額など平成 2 年度の

固定資産税と都市計画税ク冴党額の算定の基礎と

なるものです。 

特に、昨年中に家屋を新増築したり、土地を

取得された方は必ず縦覧しま しょう。 

なお、登録された事項に不服がある場合は、 

3 月30日までの間に固定資産評価審査委員会に

審査の申し立てをすることができます。 

＞縦覧期問 3 月1 日～3 月20日 （ただし、 日

曜日は除きます）平日は午前 8 時30分から午

後 4 時45分まで。 土曜日は午前 8 時30分から

午後 0日寺15分まで％ 

※詳しいことは、市税務課（＝⑩2111番内線2 
01番）へどうぞ。 

国保被保険者証の 

更新をお忘れなく 
国民健康保険被保険者証及び退職被保険者証

は 3 月31日で有効期限がきれますので、 日程表

にもとーづいて更新します。 

更新の際は現在使用している被保険者証を必

ず持参してください。 

なお、被保険証紛失の場合は印鑑をご持参く

ださい。 

⑥地区別更新場所及び日程 

対 象地 区 月 	日 曜 時 間 更新場所 

中 川 地 区 3 月26日 口
H
  

午前 9時
一ー正午 

市役所 
2 階ロビー 

梅 沢 地 区 3 月26日 月
一
 

午前 9 時
へ一正午 

梅沢支所 

松 島 地 区 3 月26日 月
『
 
 

午後1時 
~ 4時 

市役所 
2 階ロビー 

七 和 地 区 3 月26日 日
”
 
 

午後1時 
~ 4時 

七和支所 

栄 	地 	区 
（みどり町含む） 

3 月27日 火
  

午前 9 時 
～正午 

市役所 
2 階ロビー 

長 橋 地 区 3 月27日 火
  

午前 9時
一ー正午 

長橋支所 

飯 詰 地 区 3 月27日 火
  

午後1時 
~ 4時 

飯詰支所 

田町・栄町・蓮沼
不魚住・元町 

3 月27日 火
  

午後1時 
~4時 

市役所 
2 階ロビー 

毘沙門地区 3 月28日 水
  

午前 9時 
～正午 毘沙門支所 

三 好 地 区 3 月28日 水
  

午後1時 
~ 4時 三好支所 

鎌谷町・鳥森
下り枝・八重菊

一ッ谷・新町
柳町・岩木町
川端町・本町

布屋町・弥生町 

3 月28日 水
  

午前 9 時 
I 

午後 4時 

市役所 
2 階ロビー 

東町・大町・旭町
雛田・敷島町
上平井町‘錦町

中平井町・幾世森
下平井町・寺町
柏原町 

3 月29日 木
  

午前 9時 
i 

午後 4 時 

市役所 
2 階ロビー 

幾島町・末広町

新宮町・蘇鉄
芭蕉・小曲
松島町・新宮

長橋橋元・若葉 

3 月30日 金
  

午前 9時 
I 

午後 4時 

市役所 
2 階ロビー 

期間中に更新 
できなかった人 

（支所地区を除く） 
3 月31日 土

  

午前 9時 
～正午 

市役所 
2 階ロビ一 

※各支所地区で更新できなかった人は 4 月28日 

まで各支所で行います。 

5月1日以降は市役所保険年金課で更新します。 

⑦平年2年(1990年)3月1日 広報ごしょがわら (第706号)

自由白領自問視巴⑫υ…
回号恵印す~'~"''';

現在、農業者年金の経営移穣年金及び老齢年

金を受給している人は、 3月31日までに現況届

をf是出しましょう。

[>用紙の送付・・・毎年2月農業者年金基金から直

接本人あてに送られています。

[>証明・確認・・・現況屈には、受給者の印のほか

市長の印と農業委員会長印が必要です。市役

所の市民課(住民登録が支所にある場合は支

所)で、必ず先に生存証明を受けてから、農

業委員会で確認を受けてください。

〔注〕証明及び確認は、 3月 1日以降に受け

てください。

[>提出期限・・・現況届の提出期限は 3月31日です

が、それまでに提出されないと年金の支払い

が一時差し止められますので、ご注意くださ

い(年金をはじめて受けられるようになって

から、 l年を過ぎていない人は提出する必要

はありません)。

※詳しいことは、農協又は市農業委員会事務局

(n⑧2111番内線246・230番)へお問

しミ合わせください。

課税台帳の縦覧を!!
固定資産登録の
確認をしましょう

市では、平成 2年度の固定資産課税台帳を次

の日程で縦覧に供します。

関係者は、各自の固定資産課税台帳を縦覧し、

登録された事項を確認してくだ、さい。

これは、固定資産の評価額など平成2年度の

固定資産税と都市計画税の税額の算定の基礎と

なるものです。

特に、昨年中に家屋を新増築したり、土地を

取得された方は必ず縦覧しましょう。

なお、登録された事項に不服がある場合は、

3月30日までの聞に固定資産評価審査委員会に

審査の申し立てをすることができます。

じ〉縦覧期間 3 月 1 日 ~3 月 20 日(ただし、日

曜日は除きます)平日は午前 8時30分から午

後 4時 45分まで。土曜日は午前 8時30分から

午後O時 15分まで。

※詳しいことは、市税務課(宮⑮ 2111番内線2

o 1番)へどうぞ。

国保被保険者証の

更新をお忘れなく
国民健康保険被保険者証及び退職被保険者証

は 3月31日で有効期限がきれますので、日程表

にもとづいて更新します。

更新の際は現在使用している被保険者証を必

ず持参してくださし」

なお、被保険証紛失の場合は印鑑をご持参く

ださい。

。 地区別更新場所及び日程

対象地区 月 日 自翠 時間 更新場所

中川地区 3月26日 月 午前9時午
~正

市2役階所ロビー

梅沢地区 3月26日 月 午前9時午
~正

梅沢支所 l

松島地区 3月26日 月 午~後41 時時
市役所
2階ロビー

七和地区 3月26日 月 午後1時時
- 4 

七和支所

栄 士也 区
3月27日 火 午前9時午 市役所

(みどり町含む) ~正 2階ロビー

長橋地区 3月27日 火 午前9時午
~正

長橋支所

飯詰地区 3月27日 火 午~後41 時時 飯詰支所

田町・栄町・蓮沼
3月27日 火 午後1時時

市役所
不魚住・元町 - 4 2階ロビー

毘沙門地区 3月28日 水 午前9時午
~正

毘沙門支所

三好地区 3月28日 水 午後1時時
- 4 

三好支所

鎌谷町・烏森

下り枝・八重菊
ーツ谷 ・新町 午前9時

市役所
柳町・岩木町 3月28日 水 2階ロビー
川端町・本町 午後4時

布屋町・弥生町

東町・大町・旭町

雛国・敷島町
午前9時上平井町・錦町

3月29日 木 市役所
中平井町・幾世森

午後4時
2階ロビー

下平井町・寺町

柏原町

幾島町・米広町

新宮町・蘇鉄 午前9時
市役所さ蕉・小曲 3月30日 金

松島町・新宮 午後4時
2階ロビー

長橋橋元・若葉

期間中なに更新
午前9午時 市役所でき かった人 3月31日 土

(支所地区を除く) ~正 2階ロビー

※各支所地区で更新できなかった人は 4月28日

まで各支所で行います。

5月1日以降は市役所保険年金課で更新します。



臼ひ目図局目回早囲倉 

人形劇 

4雄ズ蒸 

複年間 350円 

交通災害共済に 
家族そろって加入しましょう 
加入申込…平成 2 年2 月 1 日から予糸勺受付
受付窓口…市役所市民課交通防犯対策室 

G日市内・栄・中川・松島地区） 
市役所各支所 
（七和・長橋・飯詰・三好・毘とり

門・梅沢地区） 

③平成 2年度版 

県民手帳 
③平成元年度版 

青森県の姿 
③平成元年度版 

県勢グラフ 

的0円 

1,400円 

350円 

※ほしい方は、市役所企画調整課内統計協

会（廿③5)2 111番内線315番）へどうぞ。 

平成 2 年（1990年）3 月1日 
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五所川原おやこ劇場 
例会のお知らせ 

⑨第6回低学年例会 

劇団風の子公演 「カレ ドニア号出止り1す」 

レ日時 3 月12日 18 : 30- 
ン場所 市民文化会館 

⑥第4回高学年例会 

「アーサー大野ふれあいコンサート」 

D日時 3 月21日 18 : 30- 
レ場所 市民文化会館 

☆会員募集中一あなたも入会しませんか― 

D 参加資格 誰でも、いつでも入会できます。 

戸 >会費 入会金 100円、会費 800円（前納制） 

）申し込み先及び問い合わせ先 

事務局（市内本町東奥日報社ビル 4 階廿唾④）2 1 
70番）へどうぞ。 

レ日時 3 月25日（日） 12 : 30- 
レ場所 市民文化会館大ホール 

レ入場料 無料 

D出演グループ ピッコロ（青森市）、つがる・ 

弘前大学児童文化研究部・ポンポコ村（以上 

弘前市）、ばっけの会・金多豆蔵一座（以上五 

所二川原市） 

ン主催 五所川原市観光協会 

スポーツ安全保険に 

加入しましよう 
平成 2 年度のスポーツ安全保険加入受付が始

まりま した。 子供会や運動クラフ’など 5 人」以上

の団体であれば加入できます。 

加入して万一のけがや賠償責任に備えましょ

う。 掛金は 1 人年額子供や文化活動 360円、一

般 1,100円（高年者は 500円）、補償は事故の死

亡・後遺障害 1,400万円（高年者は 500万円）、 

入院 1 日にーつき 4,000円（高年者は 1,800円）、 

通院 1 日につき 1,300円（高年者は 800円）、賠

償責任は子供、文化活動、一般、高年者共対人

が 1 億円、対物1が 500万円。 心臓マヒなど突然

死見舞金が50万円。 

※詳しいことは、（財）青森県体育協会内（H'i)スポー 

ツ安全協会青森県支部（廿0177電②）6984番）へ

お間い合わせください。 

貞 冒園数冒暑固瞳 
D対象者 農業者並びに関係機関団体 

レ日時 3 月12日-15日 （18:30-21:00) 
ン場所 青森県合同庁舎 3 階会議室（栄町10) 
ンプログラム 

月 日 課 	題 講 師 名 

3 月12日 
金になる米づ
くり 

工藤忠治氏、境谷博顕氏
倉光 重氏 

3 月13日 
競争に勝っり
んご栽培 

対馬金吾氏、斉藤常彦氏
成田東敏氏 

3 月14日 
売れる野菜の
産地づくり 

脚五所川原中央青果職員

大谷一雄氏、外崎義徳氏 

3 月15日 
農業、経営、 
暮しを考える 

成金
斉
 
田

谷
藤
 
良
 
ト
 
八

勝
ミ
 
佑

由
昭
 
子
子
仁
 
氏

氏
氏
 

※お申し込みや詳しいことは、五所川原地区農

業改良普及所（か電3)57 19番）へどうぞ。 
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五所川原おやこ劇場
例会のお知らせ

。第 6回低学年例会

劇団風の子公演「カレドニア号出帆すJ

[>日日寺 3月12日 18 : 30-

[>場所市民文化会館

。 第4回高学年例会

「アーサ一大野ふれあいコンサートJ

b日時 3月21日 18 : 30~ 

[>場所 市民文化会館

食会員募集中ーあなたも入会しませんかー

[>参加資格 誰でも、いつでも入会できますo

b会費 入会金 100円、会費 800円 (前納制)

[>申し込み先及び問い合わせ先

事務局(市内本町東奥日報社ピル4階E⑪21

70番)へどうぞ。

[>日時 3月25日(日) 12: 30~ 

[>場所 市民文化会館大ホール

[>入場料 無料

[>出演グループ ピッコロ(育森市)、つがる ・

弘前大学児童文化研究部 ・ポンポコ村(以上

弘前市)、ばっけの会 ・金多豆蔵一座(以上五

所川原市)

[>主催 五所川原市観光協会

盆常年間350円
安通災害其漕に
家族そろって加入しましょう
加入申込・・・平成2年 2月 1日から予約受付
受付窓口・・・市役所市民課交通防犯対策室

(旧市内・栄 ・中川・松島地区)
市役所各支所
(七和 ・長橋・飯詰・ 三好・毘沙
門・梅沢地区)

スポーツ安全保険に
加入しましょう

平成2年度のスポーツ安全保険加入受付が始

まりました。子供会や運動クラブなど5人以上

の団体であれば加入できます。

加入して万一のけがや賠償責任に備えまし ょ

う。掛金は l人年額子供や文化活動 360円、一

般 1，100円(高年者は 500円)、補償は事故の死

亡 ・後退陣宮 1，400万円(高年者は 500万円)、

入院 l口につき 4，000円 (高年者は 1，800円)、

通院 l口につき 1，300円 (高年者は 800円)、賠

償責任は子供、文化活動、一般、高年者共対人

が l億円、対物が 500万円。心臓マヒなど突然

死兄舞金が50万円。

※詳しいことは、(111)-，守森県体育協会内(11のスポー

ツ安全協会青森県支部(宮 0177⑫6984番)へ

お問い合わせください。

[>対象者 農業者並びに関係機関団体

[>日時 3 月 12 日 ~15 口(18: 30~21: 00) 

[>場所 脊森県合同庁舎3階会議室(栄町10)

[>プログラム

月日 |諜題 講師名

3月山|金になる米づ!工藤忠治氏、境谷博顕氏
くり |倉光重氏

3月間|競争lこ勝つり。対馬金吾氏、斉藤常彦氏
ん」栽培 |成聞東敏氏

3月14日|売れる野菜の側五所川原中央存果職員
産地づくり じた谷一雄氏、外崎義徳氏

農業、経営 成田良八・佑子氏
3月15円暮しを与える 金谷 勝・出子氏

斉藤卜ミ・昭仁氏

※お申し込みや詳しいことは、五所川原地区袋

業改良普及所 (ft⑮ 5719番)へどうぞ。

①平成2年度版

県民手帳 400円
①平成元年度版

青森県の姿 1，400円
@平成元年度版

県勢グラフ 350円
-※ほしい方は、市役所企画調整課内統計協

会(宮⑮ 2111番内線315醤)へどうぞ。:. ・-_..._---------------------------------ー・-----------------.



図書館 
3月の休館日 

◇月曜日 5 ・ 1 2 1 9 ・2 6 日 

◇祭 日 2 1 日 

◇月末整理日 3 0 日 
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町灸りお切ゆ周目駅冒 
固圏臼目目 

I新受入図書 五所川原市立図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

文献を探すための本 斎藤 	孝 傷 	 痕 北方謙三 

昭 和 追 想 入江徳郎 広重殺人事件 高橋克彦 

ドキュメント天安門 明報出版社 蕎 微 の 雨 田辺聖子 

一文字日 本史 秦 恒平 氷 	 夢 田久保英夫 

人間関係ゲーム 頼藤和寛 え んぴっの花 高橋撲一郎 

戦 争 責 任 家永三郎 置き去りにされたマリア 萩原葉子 

意義ある日曜日 NHK取材班 三屋清左衛門残日録 藤沢周平 

個性値教育のすすめ 衛藤清吉 鬼 	の 	木 増田みず子 

男の家計革命 海江田万里 松 風 の 家 宮尾登美子 

ゼイキン息災学 邸 永漢 気ままなお弁当箱 太田治子 

利 休 大 事 典 千 	宗左 わた し の京都 渡辺淳一 

孤独の生 き 方 串田孫一 金 	，虎 の 	夢 清水義範 

贈り物には知恵がいる 千 澄子 農村イ ソ ッ プ 住井す魚 

有料老人ホームを買う 樋口恵子 出 町 の 柳 水上 	勉 

不眠症の治し方 酒井和夫 目 	 玉 吉行淳之介 

病気と薬の教室 中島光好 賢 者 の 知 恵 藤本義一 

大人のおしゃれノート 大橋 	歩 せ っ な い 話 山田詠美 

「森の石松」の世界 橋本勝三郎 読切 り 三国志 井波律子 

日本語実用辞典 村石利夫 振 	袖 	桜 宇野千代 

農業委員会委員 
選挙人名簿の縦覧 

平成2年度農業委員会委員選挙人名簿

に登載された人の氏名、住所及び生年月

日等を次のとおり縦覧に供します。 

ン期間 2 月23日から 3 月9日までの 

15日間（午前8時30分から

午後5時まで。） 

レ場所 市選挙管理委員会事務局 

働く婦人の家では、 4 月の新入学に向けての 

お祝い恥＋理教室を開催します。 多数のご参加を 

お待ちしています。 

ン受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

こ汝帝人 

D 日時 3 月13日（火） 10:OO-13:00 

3 月15日（木） 18:30-21:00 

のどちらか希望の日 

レ受講料 無料（材料費 1 ,000円） 

レ募集人員 各24 名 

ン締切 3 月 1 0 日（土）正午まて各 

ン申し込み・間い合わせ先 

働く婦人の家（胃（国）8898番） 

りんご勇定講習会 
広域新農業センター 

レ日時 3 月 7 日午後1日寺～ 3 日寺 

レ場所 広域新農業センター（毘沙門） 

レ講師 石沢重信青森地区農業改良普及所長 

※言羊しいととは、市I7j或新農業センター（”⑩ 

2104番）へどうぞ。 

蕪襲ィァ募集 
市では 「広報ごしょがわら」 を毎号ボランテ

ィアの方に朗読、 カセッ トテープに録音して項

き、重度の視覚障害をお持ちの方に提供してい

ます。 

現在、朗読ボランティ アが不足していますの

で、関心のある方は市福祉事務所福祉係（か⑩ 

2111番内線297 番）まて、お申し込みください。 

また、「声の広報」 の利用を希望する方もどう

ぞ。 

患者さんの作品を展示 
西北中央病院― 

西北中央病院精神科では、患者さんの作業療 

法の作品展を開催します。 

多数のおいでを才折寺ちしています。 

D 日時 3 月 9 日午前10日寺～午後 6 日寺 

3 月10日午前10時～午後 5 時 

D場所 市働く婦人の家 

レ展示品 陶器、松カサ味田工 手芸、書道、リ目 

モザイクほか 

, 

⑨平成2年(1990年)3月1日 広報ごしょがわら (第706号)

E新受入図書 五所川原市立図書館

R 名 者-fi名 マ日除 名 1.: -li名

文献を探すための本 斎藤 芋{担 痕 ~t }i ，謙三

昭和追怨 入江徳郎 広重殺人事件 高格克彦

ドキュメント天安門 明報出版社 沓後 の 雨 田辺聖子

ー文字日本史 楽 恒平 氷 告F田久保英夫

人間関係ゲーム 頼KJ有l'寛 えんひつの花 高崎按一郎

戦争災任 家永三郎 置き去りにされたマリア 萩原~+

怠~ある日脳口 NHK取材嵯 Z屋i!i左衛門残円録 藤沢周平

個性値教育のすすめ 衛藤i奮吉 鬼 の 木 増田みず子

5月の家計・巨命 海江田万里 必厄l の家 宮尾登美子

ゼイキン息災学 正F 永 I英 気ままなお弁当箱 太田治子

平11休大事典 千 宗左 わたしの応部 渡辺淳一

侃独の生き方 .$回孫一 金量置の ~ 清水 』空軍E

贈り物には知恵がいる 千 澄子 農村イ ソ y プ 住井すゑ

有料老人ホームを買う 循口忠子 出 田J の柳 水上 勉

不眠症の治し方 酒井初夫 日 玉 吉行淳之介

病気と薬の教室 中島光好 賢-{jの主u忠 藤本義 一

太人のおしゃれノート 大織 歩 せつない話 山田詠美

「森の石総」の世界 締本勝三郎 読切り 三 国ぷ 井波律子

日本語実用静典 村石和l夫 振 袖 縦 宇野千代

図書館
3月の休館日

。 月曜日 5 ・12 ・19 ・26円

。祭日 21日

。 月末盤理日 3 0 R 

:.孟孟呈主主還記・・・
圃匪孟Z虚蓋這盆泊三重
平成2年度農業委員会委員選挙人名簿

に登載された人の氏名、住所及び生年月

日等を次のとおり縦覧に供します。

b期間 2月23日から 3月9日までの

1 5日間 (午前8時30分から

午後5時まで。)

b場所 市選挙管理委員会事務局

「巳~~~ [dillJ (h~æ[]æ自「
8田昌 ag一一」

働く婦人の家では、 4月の新入学に向けての

お祝しミ料理教室を開催します。多数のご参加を

お待ちしています。

[>受講資格 市内に住所または勤務先を有する

ご婦人

[>日時 3月13口伏) 10:00~13:00 

3月15口(木) 18:30~21:00 

のどちらか希望の日

[>受講料 無料(材料費 1，000円)

[>募集人員各24名

[>締切 3月 10日(υ 正午まで

[>申し込み・問い合わせ先

働く婦人の家(宮⑧ 8898番 )

りんご現定前習会
広域新農業センター

[>日時 3月 7日午後 1時- 3時

[>場所 広域新農業センター(毘沙門)

[>講師 石沢重信青森地区農業改良普及所長

※詳いミことは、市広域新農業センター (ft⑪

2104番)へどうぞ。

寺弘9
朗読ボランティ ア募集
市では「広報ごしょがわら」を毎号ボランテ

イアの方に朗読、カセ ッ トテープに録音して項

き、重度の視覚障害をお持ちの方に提供してい

ます。

現在、朗読ボランテイアが不足 していますの

で、関心のある方は市福祉事務所福祉係 (ft⑮

2111番内線297番)までお申し込みください。

また、「声の広報」の利用を希望する方もどう

そ梢。

患者さんの作品を展示
一西北中央病院一

西北中央病院精神科で、は、患者さんの作業療

法の作品展を開催 します。

多数のおいでをお待ちしています。

[>日時 3月 9日午前10時~午後6時

3月10日午前10時~ 午後5時

[>場所市働く婦人の家

[>展示品 陶器、松カサ細 工、手芸、

モザイクほか

舎道、卵
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広報ごしょがわら （第706号）⑩ 

      

難鷲舞 
レ応募資格 35歳三までの方で、看護教員経験の

ある方及び 3年課程卒業以上で看護婦経験 5 

年以上ある方。 

レ待過 市の給与規定による。 

レ学校の概要 2年課程夜間定時制（1学年40 

名） 

レ募集締切 3 月15日 

※詳しくは、五所川原市立高等看護学院（画037 

市内字布屋町一41か電4)2715番）へお問い合わせ

ください。 

乳幼児の健康診査 
＞場所 市保健センタ 

レ受付時間 12: 45-13 : 00まてる 

レ持参するもの 母子1建康手帳、バスタオル。 

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 ①6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セットを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。 （ただし生後6 カ月、 7カ月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H元年11月生 3月13日因 健康診査 

6 カ月児 H元年 8月生 3月20日因 健康相談 

1 歳 児 H元年2 月生 3月26日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 63年9月生 3月27日因 健康診査 

3 歳 児 S61年11月生 3月15日困 健康診査 

人の命を救う 
「愛の献血」にご協力を 1, 

期 	日 時 	間 場 	所 

3月 8 日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

県合同庁舎前 

午後1時30分から
午後4時30分まで 

マルトモデパート 
駐車場 

日
  

肋
囲
 

午前10時から 
午前11時30分まで 

市役所お祭り広場 

午後 0時30分から
午後 2時30分まで 

卿東北電力 
五所川原営業所 

午後 3時から 
午後4 時まで 

五所川原 
温泉ホテル前 

3月27日 
（火） 

午前10時から 
正午まで 

市役所お祭り広場 

午後1時から 
午後 4時まで 

西北中央病院前 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

容34 一 4999番 
（救急医療部会） 

、
平成2年(1990年)3月1日 広報ごしょがわら (第706号)⑩

[>応募資格 35歳 までの方で、看護教員経験の

ある方及び3年課程卒業以上で看護婦経験5

年以上ある方。

[>待遇 市の給与規定による。

[>学校の概要 2年課程夜間定時制(1学年40

名)

[>募集締切 3月15日

※詳しくは、 五所川原市立高等看護学院 (~037

市内字布屋町41ft⑮ 2715番)へお問い合わせ

ください。

乳幼児の健康診査
[>場所 市保健センター

じ〉受付時間 12 : 45~13 : 00まで

[>持参するもの 母子健康手帳、 パスタオル。

3歳児は尿検査も行い ますので、 当日小ピン

に尿を入れでもってきてくださしミ。

※注意 ① 6カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫(小児がん)の検査セットを配付しますが、

当日つごうで釆れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセットをもらいにきてくだ、

さい。(ただし生後6カ月、 7カ月児に限る。)

②病気療養中(特に伝染性の病気)のお子さん

はご遠慮ください。

Hft年8月生 3月20日伏)健康相談

1 歳児 H冗年2月生 3月26日(月)健康相談

1歳6カ月児 S 63年9月生 3月27日伏)健康診査

3 歳児 S 61年11月生 3月15日(木) 健康診査
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期 日 時 間 1易 所

午前10時から
県合同庁舎前

3月8日 正午まで

(木)
午後1時30分から マルトモデパート
午後4時30分まで 駐車場

午前10時から
市役所お祭り広場

午前11時30分まで

3月19日 午後O時30分から 制東北電力
(月) 午後2時30分まで 五所川原営業所

午後3時から 五所川原

午後4時まで 温泉ホテル前

午前10時から
市役所お祭り広場

3月27日 正午まで

(火)
午後l時から
午後4時まで

西北中央病院前

wゐeJ@包@G]昌
[>日時 3月23日幽午後 1時

[>場 所 市保健センター(働く婦人'

じ〉講 師 兼平亘先生 の家併設)

(兼平内科小児科医院長)

[>テーマ 「心臓病を防止するには」

主 催 北五医師会 ・市民保健協議会

休日・夜間の急病は
在宅医師の照会は消防署へ

ft34で4999番
(救急医療部会)
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